
「
芦
屋
の
近
代  

現
代
の
と
り
く
み

  

‐
当
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
」

会
期
：
2
0
1
8
年
３
月
２
５
日 

日

　
　
　
１
０
時―

１
７
時

一
　
般
┋
5
0
0（
4
0
0
）円

大
高
生
┋
3
0
0（
2
4
0
）円

中
学
生
以
下
┋
無
料

会
場
：
芦
屋
市
立
美
術
博
物
館

主
催
：
芦
屋
市
立
美
術
博
物
館

※

（
　
　
）内
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金

※

高
齢
者（
65
歳
以
上
）お
よ
び
身
体
障
が
い
者
手

帳
・
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
・
療
育
手
帳

を
お
持
ち
の
方
な
ら
び
に
そ
の
介
護
の
方
は
各

料
金
の
半
額
に
な
り
ま
す
。

一
日
だ
け
の
展
覧
会

手前より　伊藤存、伊達伸明、中村裕太、福永信



←
芦
屋
浜
海
水
浴
場
　
記
念
写
真
　
昭
和
30
年
代

当
館
に
は
、
昔
と
今
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
様
々
な
時
代
の
、

た
く
さ
ん
の
所
蔵
品
は
、
大
切
な
、
大
事
な
宝
物
で
す
。

そ
ん
な
宝
物
に
魅
了
さ
れ
た
、
角
界
を
代
表
す
る
四
人
の
現

代
の
目
利
き
が
、
今
、
こ
こ
に
集
ま
り
ま
す
。

 
現
実
を
あ
り
え
な
い
世
界
へ
す
り
替
え
、
ま
た
目
の
前
に
戻

す
、
ス
テ
ッ
チ
美
術
家
・
伊
藤
存
。

強
烈
な
下
か
ら
目
線
で
「
小
さ
な
歴
史
」
の
し
ぶ
と
さ
を
摑

み
続
け
る
、
ウ
ク
レ
レ
美
術
家
・
伊
達
伸
明
。

様
々
な
痕
跡
や
カ
ケ
ラ
の「
物
語
」を
未
来
へ
と
接
着
さ
せ
る
、

タ
イ
ル
美
術
家
・
中
村
裕
太
。

描
写
の
後
ろ
で
遊
び
続
け
て
早
二
〇
年
、
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
小

説
家
・
福
永
信
。

ど
ん
な
小
さ
な
芸
術
も
見
逃
さ
な
い
、
彼
ら
四
人
衆
の
選
定

に
よ
る
、一
日
だ
け
の
芦
屋
市
立
美
術
博
物
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
展
。
こ
の
日
、
四
人
衆
は
、
一
日
じ
ゅ
う
ず
っ
と
、
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
し
ま
す
。
他
の
美
術
館
で
は
ま
ず
見
ら
れ

な
い
、
い
く
つ
か
の
し
か
け
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
楽
し
み

に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。
満
員
御
礼
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

松谷武判  《La Propagation Noir》  1967年  エッチング、紙

吉原治良  《漁夫（仮題）》  1929年頃  油彩、布

元永定正  《かわばた》  1983年  シルクスクリーン、紙 淀井敏夫  《牛と女と地中海》  1975年  ブロンズ

屋
根
上
に
連
な
っ
て
見
つ
か
っ
た
集
落
跡（
昭
和
30
年
代
）

（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
地
区
名
を
示
す
）

〒659-0052  兵庫県芦屋市伊勢町12-25
TEL：0797-38-5432　http://ashiya-museum.jp

Ashiya City Museum of Art & History
芦屋市立美術博物館

アクセス
徒歩＝阪神電車芦屋駅から南東へ約15分
阪急バス＝「新浜町」行きまたは「芦屋市総合公園前」行き乗車
（31.32.35.36.131系統）、「緑町（美術博物館前）」停留所下車
バスのりば＝◎阪神電車芦屋駅：南側2番のりば ◎阪急芦屋川
駅：南側5番のりば   ◎JR芦屋駅：北側5番のりば
※併設駐車場 =当館利用者は1時間無料（8:00-20:00／30分
100円、20:00-8:00／60分100円）

◉ 

関
連
イ
ベン
ト 〈
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
〉

日
時
┋
3
月
２
５
日 

日
　
1
0
時
ー
1
7
時

 

講
師
┋
伊
藤
存
、伊
達
伸
明
、中
村
裕
太
、福
永
信

　 

参
加
費
┋
無
料（
た
だ
し
要
観
覧
券
）

　
　 

会
場
┋
展
示
室
に
て

＊
会
場
内
で
は
展
示
作
品
が

　
随
時
移
動
し
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

「
芦
屋
の
近
代  

現
代
の
と
り
く
み

  

‐
当
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
」

一
日
だ
け
の
展
覧
会

伊
藤
存

❖
メッ
セ
ー
ジ

展
示
室
に
掛
け
ら
れ
た
、す
ご
く
小
さ
な
一
枚
の
絵
画

が（
内
に
秘
め
た
見
え
ざ
る
力
で
）隣
に
掛
け
ら
れ
た
大

き
な
絵
画
を（
美
術
展
示
業
者
の
力
を
使
っ
て
）二
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
横
に
押
し
出
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

そ
ん
な
不
可
視
の
力（
　
）達
が
こ
の
春
の
芦
屋
で
ぶ
つ

か
り
合
う
の
で
す
。

❖
略
歴

美
術
作
士
。京
都
を
拠
点
に
活
動
。刺
繍
作
品
を
は
じ

め
と
し
て
、ア
ニ
メ
ー
シ
ョン
や
小
さ
な
立
体
制
作
に
も

（
力
）を
入
れ
て
い
る
。

近
年
で
は
作
品
を
野
ざ
ら
し
で
展
示
す
る
こ
と
に
も

（
力
）を
入
れ
て
い
る
。

一
九
七
一
年  

大
阪
府
出
身  

一
八
五
セ
ン
チ  

一二
〇
キ
ロ

得
意
技
：
御
門
違
え

「
力
」

伊
達
伸
明

♦
メッ
セ
ー
ジ

鑑
賞
の
現
場
で
、見
る
側
と
作
品
と
の
間
で
切
り
結
ば

れ
る
虚
々
実
々
の
駆
け
引
き
。押
し
／
引
き
、カ
マシ
／

ス
カ
シ
、情
動
／
忖
度…

。し
か
し
そ
の
攻
防
は
二
者
間

だ
け
の
も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

相
対
性
鑑
賞
論「
ク
ン
ズ
ホ
グ
レ
ツ（kunst hogletz

）」

の
実
践
を
め
ざ
し
ま
す
。

◇
略
歴
　
　

取
り
壊
さ
れ
る
建
物
の
部
材
を
用
い
て
ウ
ク
レ
レ
を
制

作
す
る「
建
築
物
ウ
ク
レ
レ
化
保
存
計
画
」で
は
、学
校
・

一
般
住
宅
な
ど
通
算
七
三
場
所
を
作
品
化
。ま
た
各
地

の
地
域
資
産
活
用
型
の
企
画
に
も
十
数
場
所
参
加
し

て
い
る
。

「
亜
炭
香
古
学
」（
二
〇
一二
〜
二
〇
一
五
／
仙
台
）、「
豊
中
市

民
会
館
お
み
お
く
り
展
」（
二
〇
一
四
／
豊
中
）、「
ア
ー
ト

と
考
古
学
」（
二
〇
一
六
／
京
都
）「
と
り
の
ゆ
め
」（
二
〇
一
七

／
新
開
地
）な
ど
。

一
九
六
四
年  

大
阪
府
出
身  

一
七
二
セ
ン
チ  

六
九
キ
ロ

得
意
技
：
肩
透
か
し

「
楽
」

中
村
裕
太

❖
メッ
セ
ー
ジ

学
生
の
頃
、ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
芦
屋
の
中
華
料
理

店
に
は
、綱
が
結
び
つ
け
ら
れ
た
錨（
い
か
り
）の
オ
ブ

ジェ
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。海
に
沈
め
ら
れ
た
錨
を
上

げ
る
よ
う
に
、〈
芦
屋
の
近
代
〉を
じ
り
じ
り
と
引
き
寄

せ
て
い
き
ま
す
。地
元
開
催
、意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

❖
略
歴

京
都
市
在
住
。博
論
は
、芦
屋
ゆ
か
り
の
谷
崎
潤
一
郎
が

『
陰
翳
礼
讃
』の
な
か
で
触
れ
た
一
節
を
手
が
か
り
に
、

大
正
期
の
浴
室
に
み
る
白
色
タ
イ
ル
の
受
容
に
つ
い
て
。

以
来
、〈
民
俗
と
建
築
に
ま
つ
わ
る
工
芸
〉と
い
う
視
点

か
ら
陶
磁
器
や
タ
イ
ル
な
ど
の
学
術
研
究
と
作
品
制
作

を
行
な
う
。最
近
は
京
都
、愛
知
、東
京
と
いっ
た
場
所

を
は
じ
め
、ア
ジ
ア
・パ
シ
フィ
ッ
ク
間
で
の
リ
サ
ー
チ
や

展
覧
会
に
取
組
ん
で
い
る
。

一
九
八
三
年  

兵
庫
県
出
身  

一
六
九
セ
ン
チ  

七
〇
キ
ロ

得
意
技
：
引
寄
せ
と
張
付
け

「
綱
」

福
永
信

✚
メッ
セ
ー
ジ

所
蔵
品
を
四
人
で
キ
ュ
レ
ー
シ
ョン
を
す
る
の
が
こ
の
企

画
。だ
が
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
他
人
の
褌
で
相
撲
を
取

る
こ
と
に
。ま
た
当
日
は
立
ち
っ
ぱ
な
し
だ
か
ら
今
か
ら

体
を
鍛
え
て
お
か
な
け
れ
ば
。打
ち
上
げ
で
は
鍋
を
食

べ
よ
う
と
真
剣
に
話
し
合
っ
て
い
る
。具
は
な
ん
だ
ろ
う
。

✚

略
歴

作
品
に『
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
前
夜
』（
二
〇
〇
一
）、『
コ
ッ
プ
と

コッペパ
ン
と
ペン
』（
二
〇
〇
七
）、『
星
座
か
ら
見
た
地
球
』

（
二
〇
一
〇
）、『
一一一一一
』（
二
〇
一一
）、『
小
説
の
家
』（
編
著
／

二
〇
一
六
）な
ど
。

一九
七
二
年  

東
京
都
出
身  

一六
〇
セ
ン
チ  

六
〇
グ
ラ
ム

得
意
技
：
土
踏
ま
ず

「
体
」

T SH
Q

F
P

E

C

A

T SH
Q

F
P

E

C

A


